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審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価の結果に

関する意見交換について 

押 谷 委 員： 「自分によいところがあると思う児童の割合」がありましたが、どのよう

に調査しているのですか。 

事 務 局： 毎年実施されている全国学力・学習状況調査に同じ質問項目があり、その

結果を活用しています。  

押 谷 委 員： 私は産業医をやっており、産業医の間で心配されていることがあります。

最近の若者は自己肯定感が強過ぎることです。例えば、職場で仕事が上手く

いかなかった場合、自分を省みるのではなく職場や上司のせいにし、自分は

正しく、職場が自分に合わないと考えるような若者が増えています。また、

「将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合」の指標がありましたが、夢

や目標を持っていないが、自己肯定感だけが高い児童生徒がいると心配で

す。 

最近は、「みんな一緒、みんな一番」という思考が強く、子どもたちが自

分の立ち位置が分からなくなっています。それが、自己肯定感が強過ぎる若

者がいることに繋がっているのではないかと思います。 

「人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合」の指標も全国学

力・学習状況調査に同じ質問項目があるのですか。 

事 務 局： はい、そうです。 

押 谷 委 員： 最近の子どもは、こう回答した方が評価がよいと考え、回答する子がいま

す。 

教 育 長： アンケートを回答する状況や質問の仕方によっては、同じ質問でも指標が

低く出たり高く出たりします。そのため、子どもが評価を考えて回答してい

るかどうかは分かりません。しかし、全国学力・学習状況調査は、同じ条件

で質問しているので、経年変化としての信憑性はあります。 

自己肯定感が強過ぎることが、社会問題になっているとの認識はありま 

せんでしたが、学校現場は自己肯定感がないことが問題で、児童生徒の自己

肯定感を高めなければいけないと考えています。学校教育者の講演を聞く

と、国際社会で生き抜くためには、これまでのように協調性だけでなく、自

己主張ができる児童生徒を育てようという内容のものがあります。 

押 谷 委 員： 日本人の良さを残しつつ、個性を大切にしなければなりません。自己肯定

するにも自分の立ち位置を知ることが大切です。 



教 育 長： 自分の立ち位置を知ることは大切です。最近の学習では、振り返りを重視

しています。自分を客観的に振り返ることによって自分の立ち位置を探るこ

とになるのではないかと思います。 

丹 羽 委 員： 子どもたちも、「みんな一緒が一番安心」という考えから、人それぞれ違

っていてもよいという考えに変わってきています。 

         自分の立ち位置が分かるのは、いくつくらいからなのでしょうか。 

岩 井 委 員： それを気付かせるのが大学教育だと思います。以前より気付くまでに時間

がかかっているように思います。 

松 本 委 員： 自己肯定感とは、自分によいところがあると思えることだと思います。ま

た、そのベースは、自分のことを好きと思えるかだと思います。小さな頃に、

自分はここにいてよいと思えることが大切です。それは、一般的に家庭で生

まれ、育てられ、自分の存在意義を認識することが教育のベースになってい

ると思います。 

市 長： 市役所には職場内の立ち位置として人事評価があり、上司と面談し仕事を

進めています。組織の中にも立ち位置があります。  

教 育 長： 人事評価が高い人でも、自分の立ち位置が分からない人もいるかもしれま

せん。 

丹 羽 委 員： 営業職の方に、仕事をする中で何を重要視されているのかを聞いたことが

あり、協調性だと教わりました。 

教 育 長： 営業職では、昔ながらの日本の教育が生きているということです。  

押 谷 委 員： 個人的には、昔の教育の方が良いと思います。今と昔の子どもの精神年齢

を比べると、今の子どもは昔より約３年幼いように思います。今の子どもは

物事を受け止める心のキャパシティーや、対人関係を修復する能力が劣って

いるように見えます。何が原因なのでしょうか。 

教 育 長： 学校ではなく、社会が原因です。日本社会の経済が長く低迷しているのは、

雇用を守ってきたからだと言われています。欧米では何かあれば雇用は打ち

切られるので、厳しい環境の中で自分を磨きステップアップしなければなり

ません。日本と欧米の違いはそこだと思います。日本の子どもは幼いという

ことを、モンゴルとの交流で感じます。モンゴルは自国だけでは生活ができ

ないため、若者のほとんどが他国に出ます。そのためハングリー精神が旺盛

です。日本の中学生とモンゴルの学生との交流では、その違いを感じてもら

うことも必要だと考えています。 

押 谷 委 員： 学歴社会が良いとは思いませんが、競争がなくなってしまいました。立ち

位置が分からない子どもがいるということに繋がっているのではないかと

思います。 

教 育 長： 学校は社会に合わせざるを得ない場合もあります。将来の夢や目標を持っ

ている児童生徒の割合が低下しているのは、全国的な傾向です。また、岩倉

市では青少年問題協議会が同じ質問を 14年間しており、経年変化をみると、



割合は年々低下していますが原因は分かりません。大人も夢や希望をあまり

持てない社会になっているのかもしれません。子どもは大人の鏡なので、大

人が子どもに未来を問いかけたとしても、夢や希望を持つのは難しいのかも

しれません。 

松 本 委 員： メディアでは少子高齢化の話題が流れます。その情報を子どもたちが見る

ことによって、子どもたちが将来に夢や希望が持てなくなっているのかもし

れません。 

丹 羽 委 員： 相談等の家庭環境の支援体制の整備について、スクールカウンセラーは一

部の学校、スクールソーシャルワーカーは市役所の学校教育課にしか配置さ

れていません。深刻な悩みを持つ子どもや親がきちんと相談できているのか

疑問です。  

押 谷 委 員： 相談予約は各学校に連絡をするのですか。 

事 務 局： 各学校のスクールカウンセラーに予約をします。また、市で雇用している

子どもと親の相談員も常駐していますので、気軽に相談していただける体制

です。 

押 谷 委 員： 各学校にスクールカウンセラーを配置するのではなく、相談窓口は一括し

て市が行った方が、効率的ではないですか。 

事 務 局： 子どもと親の相談員に、それぞれの学校で相談できることが大事だと考え

ています。適応指導教室でも相談を受付けていますし、学校教育課にはスク

ールソーシャルワーカーもおり、相談していただけます。 

丹 羽 委 員： スクールソーシャルワーカーはどれくらいの頻度で市役所にいますか。 

事 務 局： 毎日です。スクールカウンセラーは１週間に１回程度ですので、予約待ち

になった場合は、適応指導教室にいるカウンセラーに繋ぐように促していま

す。学校で気軽に相談できることも大切で、学校から離れた場所で相談でき

ることも大切ですので、それぞれが連携を取っています。 

教 育 長： 今年度から適応指導教室のカウンセラーと学校教育課のスクールソーシャ

ルワーカーが各学校を回る機会を設けています。その結果、各学校のスクー

ルカウンセラーとの相談が予約待ちの場合は、スクールカウンセラーからの

紹介で適応指導教室のカウンセラーの相談を受けられるようになり、相談が

できないといった事象は緩和しつつあると思います。 

 

（２）その他 

事務局から未来寄合及び学校給食に関するアンケートについて説明 

 

４その他 

事 務 局：次回の会議は 12月 26日を予定しています。 

市 長：以上を持ちまして本日の会議を終了とします。本日は、お忙しいところあり

がとうございました。 


